
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回線を通じて相手先と通信可能な親機と、その親機と接続され、親機を介して前記相手
先と通信可能な複数の子機とを備え、その複数の子機同士が前記親機を介して内線通話を
行えるよう構成された電話装置において、
　前記相手先との通信状態を保留する保留手段と、
　その保留手段によって通信状態が保留された状態で、前記子機間で行われる内線通話の
動作開始を検出する検出手段と、
　その検出手段によって検出される内線通話の動作開始からの経過時間を計測する計測手
段と、
　
　

　 計測手段によって され

前記相手側との通信状態が保留である
こと 知する報知手段とを備えていることを特徴とする電話装置。
【請求項２】
　前記検出手段と計測手段とは前記親機側に設けられ、
　その親機は、前記計測手段によって計測された経過時間が所定時間を超えた場合に、内
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前記親機と子機とが接続されているかを判断する接続判断手段と、
その接続判断手段により前記親機と子機とが接続されていないと判断された場合に、そ

の親機と子機とを再接続する再接続手段と、
前記 前記内線通話の動作開始からの経過時間の計測が開始 、且つ

前記接続判断手段により前記親機と子機とが接続されていないと判断されると、前記再接
続手段により前記親機と子機とを再接続した後に、

を報



線通話が行われていた子機の少なくとも一方に対して報知を行うよう指示をする指示手段
を備え、
　その指示手段によって指示された子機において前記報知手段が報知を行うものであるこ
とを特徴とする請求項１に記載の電話装置。
【請求項３】
　前記検出手段と計測手段とは前記子機側に設けられ、
　前記計測手段によって計測された経過時間が所定時間を超えた場合に、内線通話が行わ
れていたその子機において前記報知手段が報知を行うものであることを特徴とする請求項
１に記載の電話装置。
【請求項４】
　前記報知手段による報知後において、前記子機は、通信状態が保留されている前記相手
先との接続と、前記内線通話の継続とのいずれかを選択可能であることを特徴とする請求
項３に記載の電話装置。
【請求項５】
　前記子機は、文字や図形を表示可能な表示手段を備え、
　前記相手先との接続と、前記内線通話の継続とを選択肢として前記表示手段に表示させ
ることを特徴とする請求項４に記載の電話装置。
【請求項６】
　 前記親機 子機との接続が確立できなかった場合に、前記相手先
からの入来メッセージを記憶できる状態に設定する設定手段と、
　その設定手段により設定された入来メッセージが記憶できる状態が所定時間経過したら
前記相手先との通信を切断する切断手段とを備えていることを特徴とする請求項 に記載
の電話装置。
【請求項７】
　前記親機は、前記報知手段により報知が行われた前記子機から、前記相手先との接続、
あるいは前記内線通話の継続のどちらの指示も検出されない場合に、前記相手先からの入
来メッセージを記憶できる状態に設定する設定手段と、
　その設定手段により設定された入来メッセージを記憶できる状態が所定時間経過したら
前記相手先との通信を切断する切断手段とを備えていることを特徴とする請求項３から５
のいずれかに記載の電話装置。
【請求項８】
　前記検出手段は、前記子機間で内線通話を行うために子機で最初に行われる操作を内線
通話の動作開始として検出するものであることを特徴とする請求項１から のいずれかに
記載の電話装置。
【請求項９】
　送話状態と受話状態とを切り換えて内線通話を行う場合、前記検出手段は、前記子機間
が送話状態及び受話状態のどちらも選択されていない待機状態を検出する待機状態検出手
段をさらに備え、
　その待機状態検出手段によって前記待機状態が検出された後に、前記子機間で送話状態
及び受話状態が選択された場合には、前記計測手段により計測される経過時間を初期値に
戻すよう構成されていることを特徴とする１から のいずれかに記載の電話装置。
【請求項１０】
　前記報知手段による報知動作を行うか否かを切り換える切換手段を備えていることを特
徴とする請求項１から のいずれかに記載の電話装置。
【請求項１１】
　前記子機は音を発音する発音手段を備え、
　前記報知手段による報知は、その発音手段による発音により報知されるものであり、且
つ前記親機又は子機を呼び出す呼出音とは異なる音で構成されていることを特徴とする請
求項１から１ のいずれかに記載の電話装置。
【請求項１２】
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　前記子機は、点灯することにより外部に対して報知を行う点灯手段を備え、
　前記報知手段による報知は、その点灯手段による点灯により報知されるものであること
を特徴とする請求項１から１ のいずれかに記載の電話装置。
【請求項１３】
　前記発音手段により発音される音の音量を調整する調整手段を備え、
　前記切換手段により報知動作を行うように切り換えられ、且つ前記調整手段により調整
された音量が最小値である場合には、前記報知手段による報知は、前記発音手段による発
音を行わずに、前記点灯手段による点灯によって報知を行うものであることを特徴とする
請求項１ 又は１ に記載の電話装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電話装置に関し、特に、子機のユーザーに外線が保留状態であることを認識
させ、保留状態が長時間となることを防止することができる電話装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、親機と複数の子機とを備え、その親機を介して子機間で内線通話が行える電
話装置は知られており、この電話装置による子機間での内線通話は、例えばトランシーバ
通話によって行われていた。このトランシーバ通話による内線通話は、一方の子機が送話
モードに設定されると他方の子機が受話モードとなり送話モードと受話モードとが子機の
操作により切り替えられて交互に通話が行われる。この電話装置では、外線が着信してそ
の外線をいずれかの子機と接続させるために、一旦外線を保留状態とし、子機間において
内線通話を行う場合があるが、保留状態が一定時間以上経過すると、保留されていた外線
をいずれかの子機に強制的に接続したり、外線を強制的に切断したりしていた。外線を強
制的に子機に接続すると、内線通話中の子機に突然外線が繋がるため、ユーザーは、内線
通話であるか外線通話であるかの判別が困難となり、使い勝手が悪いものとなり、外線を
強制的に切断すると、外線の相手先は再度電話をかけ直すことになり、相手先に不快感を
与えていた。
【０００３】
　特許第２５９０１０４号公報（特許文献１）には、外線を保留した状態で子機間で内線
通話が行われ、その子機間での内線通話が長時間となっても外線を保留状態に維持するこ
とができる電話装置が開示されている。この電話装置では、外線の保留状態を長時間維持
するために、保留状態を維持するための電源供給路に自己保持動作を行わせて、子機間の
内線通話が長時間となっても保留状態を維持できるよう構成されている。
【特許文献１】特許第２５９０１０４号公報（図１等）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述のように、内線通話中の子機に突然外線が繋がることを防止すると
共に外線が突然切断されることを防止するために、外線の保留状態を長時間維持できるよ
う構成された電話装置では、子機間の内線通話状態が長時間となった場合にも外線の保留
状態を維持するので、外線の相手先は、保留の状態で長時間待たされることとなり、相手
先に不快感を与えるという問題点があった。
【０００５】
　本発明は、上述した問題を解決するためになされたものであり、子機のユーザーに外線
が保留状態であることを認識させ、保留状態が長時間となることを防止することができる
電話装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　この目的を達成するために請求項１記載の電話装置は、回線を通じて相手先と通信可能
な親機と、その親機と接続され、親機を介して前記相手先と通信可能な複数の子機とを備
え、その複数の子機同士が前記親機を介して内線通話を行えるよう構成されており、前記
相手先との通信状態を保留する保留手段と、その保留手段によって通信状態が保留された
状態で、前記子機間で行われる内線通話の動作開始を検出する検出手段と、その検出手段
によって検出される内線通話の動作開始からの経過時間を計測する計測手段と、

計測手段によって さ
れ

前記相手側との通信状態が保
留であること 知する報知手段とを備えている。
【０００７】
　この請求項１記載の電話装置によれば、親機は、相手先と回線を通じて通信可能であり
、親機と接続された複数の子機は、その親機を介して相手先と通信可能であると共に子機
間同士で内線通話が行えるよう構成されている。相手先との間で回線を通じて行われる通
信状態は、保留手段によって保留される。保留手段によって通信状態が保留された状態で
子機同士で行われる内線通話の動作開始は検出手段によって検出され、その検出された内
線通話の動作開始からの経過時間は計測手段によって計測される。計測手段によって

計測 され

、報知手段により、相手先との通信状態が保留状態であること 報知される。
【０００８】
　請求項２記載の電話装置は、請求項１記載の電話装置において、前記検出手段と計測手
段とは前記親機側に設けられ、その親機は、前記計測手段によって計測された経過時間が
所定時間を超えた場合に、内線通話が行われていた子機の少なくとも一方に対して報知を
行うよう指示をする指示手段を備えており、その指示手段によって指示された子機におい
て前記報知手段が報知を行うものである。
【０００９】
　請求項３記載の電話装置は、請求項１記載の電話装置において、前記検出手段と計測手
段とは前記子機側に設けられ、前記計測手段によって計測された経過時間が所定時間を超
えた場合に、内線通話が行われていたその子機において前記報知手段が報知を行うもので
ある。
【００１０】
　請求項４記載の電話装置は、請求項３記載の電話装置において、前記報知手段による報
知後において、前記子機は、通信状態が保留されている前記相手先との接続と、前記内線
通話の継続とのいずれかを選択可能である。
【００１１】
　請求項５記載の電話装置は、請求項４記載の電話装置において、前記子機は、文字や図
形を表示可能な表示手段を備えており、前記相手先との接続と、前記内線通話の継続とを
選択肢として前記表示手段に表示させる。
【００１２】
【００１３】
【００１４】
　請求項 記載の電話装置は、請求項 記載の電話装置において、
前記親機 子機との接続が確立できなかった場合に、前記相手先からの入来メッセージを
記憶できる状態に設定する設定手段と、その設定手段により設定された入来メッセージが
記憶できる状態が所定時間経過したら前記相手先との通信を切断する切断手段とを備えて
いる。
【００１５】
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前記親機
と子機とが接続されているかを判断する接続判断手段と、その接続判断手段により前記親
機と子機とが接続されていないと判断された場合に、その親機と子機とを再接続する再接
続手段と、前記 前記内線通話の動作開始からの経過時間の計測が開始

、且つ前記接続判断手段により前記親機と子機とが接続されていないと判断されると、
前記再接続手段により前記親機と子機とを再接続した後に、

を報

内線
通話の動作開始からの経過時間の が開始 、且つ、親機と子機とが接続されていな
いと接続判断手段により判断されると、再接続手段により親機と子機とが再接続された後
に が

６ １ 前記再接続手段により
と



　この請求項 記載の電話装置によれば、請求項 記載の電話装置と同様に作用する上、
親機 子機との接続が確立できなかった場合には、設定手段によって相

手先からの入来メッセージが記憶できる状態に設定され、その相手先からの入来メッセー
ジが記憶できる状態が所定時間を経過したら相手先との通信が切断手段によって切断され
る。
【００１６】
　請求項 記載の電話装置は、請求項３から５のいずれかに記載の電話装置において、前
記親機は、前記報知手段により報知が行われた前記子機から、前記相手先との接続、ある
いは前記内線通話の継続のどちらの指示も検出されない場合に、前記相手先からの入来メ
ッセージを記憶できる状態に設定する設定手段と、その設定手段により設定された入来メ
ッセージを記憶できる状態が所定時間経過したら前記相手先との通信を切断する切断手段
とを備えている。
【００１７】
　この請求項 記載の電話装置によれば、請求項３から５のいずれかに記載の電話装置と
同様に作用する上、報知手段により報知が行われた子機から、相手先との接続あるいは内
線通話の継続のどちらの指示も親機において検出されない場合には、設定手段によって、
相手先からの入来メッセージを記憶できる状態に設定され、その設定手段により設定され
た入来メッセージを記憶できる状態が所定時間経過したら、切断手段によって、相手先と
の通信が切断される。
【００１８】
　請求項 記載の電話装置は、請求項１から のいずれかに記載の電話装置において、前
記検出手段は、前記子機間で内線通話を行うために子機で最初に行われる操作を内線通話
の動作開始として検出するものである。
【００１９】
　請求項 記載の電話装置は、請求項１から のいずれかに記載の電話装置において、送
話状態と受話状態とを切り換えて内線通話を行う場合、前記検出手段は、前記子機間が送
話状態及び受話状態のどちらも選択されていない待機状態を検出する待機状態検出手段を
さらに備えており、その待機状態検出手段によって前記待機状態が検出された後に、前記
子機間で送話状態及び受話状態が選択された場合には、前記計測手段により計測される経
過時間を初期値に戻すよう構成されている。
【００２０】
　この請求項 記載の電話装置によれば、請求項１から のいずれかに記載の電話装置と
同様に作用する上、子機間で送話状態と受話状態とを切り換えて内線通話を行う場合に、
子機間で送話状態及び受話状態のどちらも選択されていない待機状態となると、その待機
状態が待機状態検出手段によって検出される。その待機状態が検出された後に、子機間で
送話状態及び受話状態が選択されると、計測手段によって計測される経過時間が初期値に
戻される。
【００２１】
　請求項１ 記載の電話装置は、請求項１から のいずれかに記載の電話装置において、
前記報知手段による報知動作を行うか否かを切り換える切換手段を備えている。
【００２２】
　請求項１ 記載の電話装置は、請求項１から１ のいずれかに記載の電話装置において
、前記子機は音を発音する発音手段を備えており、前記報知手段による報知は、その発音
手段による発音により報知されるものであり、且つ前記親機又は子機を呼び出す呼出音と
は異なる音で構成されている。
【００２３】
　請求項１ 記載の電話装置は、請求項１から１ のいずれかに記載の電話装置において
、前記子機は、点灯することにより外部に対して報知を行う点灯手段を備えており、前記
報知手段による報知は、その点灯手段による点灯により報知されるものである。
【００２４】
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　請求項１ 記載の電話装置は、請求項１ 又は１ に記載の電話装置において、前記発
音手段により発音される音の音量を調整する調整手段を備えており、前記切換手段により
報知動作を行うように切り換えられ、且つ前記調整手段により調整された音量が最小値で
ある場合には、前記報知手段による報知は、前記発音手段による発音を行わずに、前記点
灯手段による点灯によって報知を行うものである。
【発明の効果】
【００２５】
　請求項１記載の電話装置によれば、相手先との通信状態が保留手段により保留された状
態で、子機同士で行われる内線通話の動作開始からの経過時間が所定時間を超えた場合に
は、報知手段によって、相手先との通信状態が保留であること 報知するので、子機同士
で内線通話を行っているユーザーに対して相手先との通信状態が保留状態であることを認
識させることができるという効果がある。また、ユーザーは、相手先との通信状態が保留
された状態であることを認識した上で、相手先と接続するので、それ以上保留された状態
が長時間となることを防止できると共に、相手先と子機とが突然接続されたり相手先との
接続が突然切断されることがなく、使い勝手が向上するという効果がある。
　

【００２６】
　請求項２記載の電話装置によれば、請求項１記載の電話装置の奏する効果に加え、親機
に設けられた計測手段により計測された経過時間が所定時間を超えた場合には、内線通話
が行われていた子機の少なくとも一方に対して報知を行うよう指示手段によって指示され
、その指示された子機において報知手段によって報知が行われる。よって、親機からの指
示によって、内線通話を行っていた子機の少なくとも一方において報知を行うので、内線
通話を行っていたユーザーに相手先との通信状態が保留状態であることを確実に認識させ
ることができ、外線の保留された状態が長時間となることを防止することができるという
効果がある。
【００２７】
　請求項３記載の電話装置によれば、請求項１記載の電話装置の奏する効果に加え、子機
に設けられた計測手段により計測された経過時間が所定時間を超えた場合には、報知手段
によって、内線通話が行われたいたその子機において報知が行われる。よって、内線通話
を行っていたその子機において報知を行うので、内線通話を行っていたユーザーに相手先
との通信状態が保留された状態であることを確実に認識させることができ、外線の保留さ
れた状態が長時間となることを防止することができるという効果がある。また、子機側で
内線通話の動作開始の検出と動作開始からの経過時間を計測して、その子機において報知
を行うので、親機側の処理を軽減することができるという効果がある。
【００２８】
　請求項４記載の電話装置によれば、請求項３記載の電話装置の奏する効果に加え、報知
手段による報知後において、子機は、通信状態が保留されている相手先との接続と内線通
話の継続とのいずれかを選択可能であるので、ユーザーは、相手先との通信状態が保留で
あることを認識した上で、いずれかを選択することができる。報知後に相手先との接続し
かできないと、子機同士で内線通話を行う必要がある場合に使い勝手が悪いが、報知後に
相手先との接続と内線通話の継続とが選択可能なので、ユーザーが相手先との通信状態が
保留であることを認識した上で、状況に応じて相手先との接続と内線通話の継続とを選択
でき、使い勝手が向上するという効果がある。また、相手先との接続を選択した場合には
、それ以上外線の保留された状態が長時間となることを防止できるという効果がある。
【００２９】
　請求項５記載の電話装置によれば、請求項４記載の電話装置の奏する効果に加え、子機
は文字や図形を表示可能な表示手段を備えており、その表示手段には、相手先との接続と
内線通話の継続とを選択肢として表示させることができるので、報知手段による報知後に
、ユーザーは、相手先と接続するか内線通話を継続するかの選択を視覚的に確認すること
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また、再接続手段により親機と子機とを再接続した後に報知を行うので、親機と子機と
を確実に接続してから報知を行うことができるという効果がある。



ができ、より使い勝手が向上するという効果がある。
【００３０】
【００３１】
　請求項 記載の電話装置によれば、請求項 記載の電話装置の奏する効果に加え、

親機 子機との接続が確立できなかった場合は、親機及び子機の故障や子機
が外部からのノイズなどの影響により通話圏外などの状態となり、子機による相手先との
接続が不能となるが、設定手段により相手先からの入来メッセージを記憶できる状態に設
定するので、相手先は入来メッセージを記憶させることができ、再度回線を通して通信状
態を復帰する作業をしなくてすむ。よって、相手先に不快感を与えることを防止できると
いう効果がある。また、入来メッセージを記憶できる状態が所定時間が経過したら相手先
との通信状態を切断するので、相手先が入来メッセージを記憶しない場合に、その状態が
不要に長くなることを防止することができるという効果がある。
【００３２】
　請求項 記載の電話装置によれば、請求項３から５のいずれかに記載の電話装置の奏す
る効果に加え、報知手段によって報知が行われた子機から、相手先との接続あるいは内線
通話の継続のどちらの指示も検出されない場合は、その子機からの応答がないので、子機
周辺にユーザーがいない状態や親機と子機とが通信不能な状態が考えられ、子機による相
手先との接続が不能となる。しかし、設定手段により相手先からの入来メッセージを記憶
できる状態に設定するので、相手先は入来メッセージを記憶させることができ、再度回線
を通して通信状態を復帰する作業をしなくてすむ。よって、相手先に不快感を与えること
を防止できるという効果がある。また、入来メッセージを記憶できる状態が所定時間が経
過したら相手先との通信状態を切断するので、相手先が入来メッセージを記憶しない場合
に、その状態が不要に長くなることを防止することができるという効果がある。
【００３３】
　請求項 記載の電話装置によれば、請求項１から のいずれかに記載の電話装置の奏す
る効果に加え、検出手段は、子機間で内線通話を行うために子機で最初に行われる操作を
内線通話の動作開始として検出するので、内線通話の開始からの経過時間を確実に計測す
ることができ、保留状態が長時間となることをより確実に防止することができるという効
果がある。
【００３４】
　請求項 記載の電話装置によれば、請求項１から のいずれかに記載の電話装置の奏す
る効果に加え、子機間で送話状態と受話状態とを切り換えて内線通話を行う場合に、子機
間が送話状態及び受話状態のどちらも選択されていない待機状態となると、その待機状態
が状態検出手段よって検出され、待機状態において子機間で送話状態及び受話状態が選択
された場合には、計測手段により計測される経過時間が初期値に戻される。よって、子機
間で送話状態及び受話状態とのどちらも選択されていない状態（子機同士の通話が行われ
ていない状態）を検出手段によって検出し、子機間で送話状態及び受話状態が選択された
状態（子機同士の通話が行われている状態）となる毎に経過時間が初期値に戻されるので
、所定時間以上内線通話が行われていない場合に対してのみ報知を行うことができると共
に、内線通話が継続的に行われている場合には報知をすることを防止できるという効果が
ある。
【００３５】
　請求項１ 記載の電話装置によれば、請求項１から のいずれかに記載の電話装置の奏
する効果に加え、報知手段による報知動作を行うか否かを切り替える切替手段を備えてい
るので、ユーザーの希望に応じて切替手段によって報知動作を行わないよう切り替えるこ
とができるという効果がある。
【００３６】
　請求項１ 記載の電話装置によれば、請求項１から１ のいずれかに記載の電話装置の
奏する効果に加え、報知手段による報知は、発音手段による発音によって、親機又は子機
を呼び出す呼出音とは異なる音により報知されるので、ユーザーは、報知手段による報知
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音と呼出音とを区別することができ、ユーザーに外線が保留された状態であることを確実
に認識させることができるという効果がある。
【００３７】
　請求項１ 記載の電話装置によれば、請求項１から１ のいずれかに記載の電話装置の
奏する効果に加え、報知手段による報知は、点灯手段による点灯により外部に対して報知
が行われるので、ユーザーに外線が保留された状態であることを視覚的に認識させること
ができるという効果がある。
【００３８】
　請求項１ 記載の電話装置によれば、請求項１ 又は１ に記載の電話装置の奏する効
果に加え、報知手段による報知は、切換手段による切り換えが報知動作を行うように切り
換えられ、且つ発音手段により発音される音の音量が調整手段によって最小値に調整され
ている場合には、発音手段による発音は行わずに点灯手段による点灯によって報知が行わ
れる。よって、発音手段により発音される音の音量が最小値に調整され小さな音量または
無音となる場合には、表示手段による表示により報知が行われるので、ユーザーに、相手
先が保留された状態であることを確実に認識させることができるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３９】
　以下、本発明の好ましい実施例について、添付図面を参照して説明する。図１は、コー
ドレス電話装置（子機１ｂ，１ｃ）と親機１ａとが無線通信により接続されている電話装
置１の外観斜視図である。
【００４０】
　親機１ａは、電話回線２６を介して接続される相手先装置との間で、電話動作、ファク
シミリ動作や電子メールの送受信を行う通信装置である。親機１ａは、また、電話回線２
６を介して接続される発呼された相手先装置（以後「発呼先装置」と称す）からの入来メ
ッセージを記憶し、記憶した入来メッセージをその出力要求に応じて出力するように構成
されている。
【００４１】
　この親機１ａの本体２の側部には、受話器３が取り付けられている。受話器３は、非通
話時には本体２に設けられた図示しないフック上に置かれ、通話時にはフックから取り上
げられて使用される。前者をオンフック状態、後者をオフフック状態と称している。
【００４２】
　本体２の上面前部には、数値や文字などを入力する入力キーやコマンドを入力するコマ
ンド入力キーなどの複数のキーを備えた操作パネル４が設けられている。この操作パネル
４の左端部にはコマンド入力キーの一つである親機１ａと発呼先装置との接続を保留状態
にする保留キー４ａと、子機１ｂ，１ｃと内線を行うために操作される内線キー４ｃとが
設けられ、操作パネル４の中央部には、液晶表示器（以後「ＬＣＤ」と称す）５が設けら
れている。このＬＣＤ５は、コマンド入力キーやテンキー４ｂ等のキー操作による操作状
況及び操作手順や親機１ａにより実行される処理、親機１ａ又は子機１ｂ，１ｃと電話回
線２６を介して接続されている相手側装置との通信状態を表示する表示器であり、タッチ
パネルで構成されている。
【００４３】
　操作パネル４及びＬＣＤ５の後部には原稿挿入口６が設けられている。ファクシミリ送
信される原稿は、この原稿挿入口６に原稿面を下向きにして挿入され、読み取りが行われ
た後に、本体２の前面であって操作パネル４の下方に設けられた原稿排出口７から排出さ
れる。原稿挿入口６の後部には記録紙ホルダ装着部９が設けられており、この記録紙ホル
ダ装着部９には、複数枚の記録紙を積層収納可能な記録紙ホルダ１０が着脱可能に取り付
けられている。記録紙ホルダ１０から供給され印刷に使用された記録紙は、原稿排出口７
の下方に設けられた記録紙排出口８から排出される。
【００４４】
　また、本体２には、子機１ｂ，１ｃと各種信号やデータの送受信を行うための接続手段
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としてアンテナ１８（図２参照）が内蔵されている。親機１ａは、このアンテナ１８を介
して、子機１ｂ，１ｃと無線通信により接続される。親機１ａと子機１ｂ，１ｃとの間で
送受信されるデータの媒体としては、電波が用いられる。なお、親機１ａと子機１ｂ，１
ｃとの接続は、必ずしも無線通信に限られるものではなく、ケーブルなどを介して接続す
ることもできる。
【００４５】
　このアンテナ１８を介して親機１ａと無線により接続されている子機１ｂ，１ｃは、親
機１ａとの間でデータの送受信を行うためのアンテナ３３（図２参照）を備えた通信装置
であり、この子機１ｂ，１ｃは、操作パネル３７とＬＣＤ３８とを備えている。操作パネ
ル３７の中央部には、数値や文字などを入力する複数のテンキー３７ａが設けられている
。テンキー３７ａの上方には、電話回線２６の閉結を実行するための外線キー４４と、子
機１ｂ，１ｃ間の内線通話の送話モードと受話モードとを切り替える通話切替キー４５と
、内線通話を切断すると共に電話回線２６の開放を実行する切断キー４６とが設けられて
いる。尚、内線通話は、送話状態と受話状態とを通話切替キー４５を操作することにより
通話切り換えを行うトランシーバ通話である。さらに、テンキー３７ａの下方には、後述
するタイムアウト報知音の音量を調整するための左カーソルキー６０と右カーソルキー６
１と、内線通話を開始する内線キー６２と、発呼先装置との接続を保留状態にする保留キ
ー（図示せず）とが設けられている。ＬＣＤ３８は、子機１ｂ，１ｃに設けられた各種キ
ー操作による操作状況及び操作手順や、親機１ａとの接続状態、電話回線２６を介して接
続されている相手側装置との通信状態などを表示する表示器である。
【００４６】
　子機１ｂ，１ｃの筐体の下方には、音声信号（使用者の発話）を電気信号に変換するマ
イク３５が設けられ、また子機１ｂ，１ｃの筐体の上方には電気信号を音声信号に変換す
るスピーカ３６が設けられている。これにより子機１ｂ，１ｃは、子機１ｂ，１ｃ間又は
、親機１ａ、電話回線２６を介して発呼先装置と通話ができるように構成されている。
【００４７】
　上記のように構成された子機１ｂ，１ｃは、充電台５０に着脱可能に設置されている。
子機１ｂ，１ｃは、充電台に設置された状態で、コネクタ４９（図２参照）を介して充電
台５０に接続される。また、子機１ｂ，１ｃは、コネクタ４９により充電台に接続される
とオンフック状態となる。充電台５０から取り上げられる（コネクタ４９が充電台から外
れる）ことによりオフフック状態となる。つまり、子機１ｂ，１ｃが充電台５０から取り
上げられると、回線閉結状態が形成されるのである。
【００４８】
　充電台５０は、接続された子機１ｂ，１ｃを所定の電圧で充電するものである。この充
電台５０は、図示しない外部電源に接続されており、外部電源から供給された電源を子機
１ｂ，１ｃに供給している。
【００４９】
　図２は、親機１ａおよび子機１ｂ，１ｃの電気的構成を示したブロック図である。親機
１ａには、ＣＰＵ１１、ＲＯＭ１２、ＲＡＭ１３、音声ＬＳＩ１７、ネットワーク・コン
トロール・ユニット（以後「ＮＣＵ」と称す）１９、インターフェイス５１、モデム２０
、バッファ２１、スキャナ２２、符号化部２３、復号化部２４、プリンタ２５、操作パネ
ル４、ＬＣＤ５およびアンプ２７が設けられ、これらはバスライン２９を介して互いに接
続されている。
【００５０】
　ＮＣＵ１９は回線制御を行うためのものであり、親機１ａはこのＮＣＵ１９を介して電
話回線２６に接続されている。ＮＣＵ１９は、交換機から送信される呼出信号や各種信号
を受信するとともに、操作パネル４上又は操作パネル３７上の入力キーの操作に応じた発
信時のダイヤル信号を交換機へ送信したり、電話回線２６の閉結時において、アナログ音
声信号の送受信などのデータ通信を行うものである。また、ＮＣＵ１９は受話器３と接続
されている。
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【００５１】
　ＣＰＵ１１は、ＮＣＵ１９を介して送受信される各種信号に従って、バスライン２９に
より接続された各部を制御し、ファクシミリ動作や電話動作などのデータ通信を実行する
ものである。ＲＯＭ１２は、この親機１ａで実行される制御プログラム等を格納した書換
不能なメモリである。この制御プログラムにより、親機１ａで実行されるファクシミリ動
作や電話動作 実行される。
【００５２】
　ＲＡＭ１３は、各種のデータを一時的に記憶するためのメモリであり、留守番電話メモ
リ１３ａと、ポーリング監視タイマ１３ｂとを備えている。留守番電話メモリ１３ａは、
発呼先装置から送信された入来メッセージを記憶するためのメモリである。電話回線２６
を介して送信される入来メッセージはアナログ音声信号であるので、後述の音声ＬＳＩ１
７によりデジタル音声信号に変換されて留守番電話メモリ１３ａに記憶される。尚、記憶
される入来メッセージには、その受信時間が付加され、受信時間と共にこの留守番電話メ
モリ１３ａに記憶される。尚、留守番電話メモリ１３ａに記憶された入来メッセージは、
所定の操作が実行されることにより消去される。
【００５３】
　ポーリング監視タイマ１３ｂは、後述する親機１ａ側のＣＰＵ１１によって実行される
送話権ポーリング親子間接続状況監視処理において、両子機１ｂ，１ｃの操作状況を監視
するタイマであり、両子機１ｂ，１ｃが操作されていない状態で所定時間毎にカウントア
ップされた値が記憶され、子機１ｂ，１ｃのどちらか一方が操作されるとその値はリセッ
トされる。
【００５４】
　また、このＲＡＭ１３の所定のエリアには、復号化されたファクシミリデータが一時的
に記憶される。記憶されたファクシミリデータは、その後、プリンタ２５に出力される。
出力されたファクシミリデータは、プリンタ２５によって記録紙に印刷された後に、ＲＡ
Ｍ１３から消去される。ファクシミリデータが画像データである場合、一般に、そのデー
タ量は大容量であるが、ファクシミリデータが印刷されることを条件にそのファクシミリ
データを消去しているので、ＲＡＭ１３を有効に使用することができる。
【００５５】
　音声ＬＳＩ１７は、ＮＣＵ１９によって受信されたアナログ音声信号をデジタル音声信
号に変換すると共に、この親機１ａの内部で生成されたデジタル音声信号をアナログ音声
信号に変換してＮＣＵ１９に出力するものである。また、留守番電話メモリ１３ａに記憶
される入来メッセージの出力（再生）時には、音声ＬＳＩ１７は、留守番電話メモリ１３
ａに記憶されるデジタル化された入来メッセージ（音声信号）をアナログ音声信号に変換
する。アナログ変換された入来メッセージは、親機１ａのスピーカ２８或いは子機１ｂ，
１ｃのスピーカ３６から出力される。
【００５６】
　インターフェイス５１は、異なる装置間でのデータ通信における接点の規定であり、各
装置を接続するための電気的規格である。インターフェイス５１は子機１ｂ，１ｃとの間
でデータの送受信を行うためのものであり、親機１ａから子機１ｂ，１ｃへ送信される各
種信号は、このインターフェイス５１に接続されるアンテナ１８を介して送信され、一方
、子機１ｂ，１ｃから親機１ａへ送信される各種信号は、アンテナ１８に受信された後、
インターフェイス５１を介してＣＰＵ１１に入力される。
【００５７】
　モデム２０は、画像データや電子メールデータの変調および復調を実行するものである
と共に、伝送制御用の各種手順信号を送受信するものである。バッファ２１は、他のファ
クシミリ装置との間で送受信される符号化されたファクシミリデータやスキャナ２２によ
り読み取られた原稿の画像データを一時的に格納するものである。
【００５８】
　スキャナ２２は原稿挿入口６に挿入された原稿の画像を読み取るためのものであり、符
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号化部２３はスキャナ２２により読み取られた原稿画像の符号化を行うものである。復号
化部２４は、バッファ２１に記憶された受信したファクシミリデータを読み出して、これ
を復号化するものであり、復号化されたデータは、ＲＡＭ１３に一旦記憶された後、プリ
ンタ２５により記録用紙に順次印刷される。
【００５９】
　操作パネル４は、上記したように使用者がこの親機１ａの設定等の各種の操作を行うた
めのものである。アンプ２７は、そのアンプ２７に接続されたスピーカ２８を鳴動して、
呼出音や音声メッセージである入来メッセージなどを出力するためのものである。
【００６０】
　次に、子機１ｂ，１ｃにおける電気的構成について子機１ｂを用いて説明する。尚、子
機１ｃは、子機１ｂと同様に構成されるのでその説明は省略する。子機１ｂは、ＣＰＵ３
０、ＲＯＭ３１、ＲＡＭ３２、ＥＥＰＲＯＭ３９、インターフェイス３４、操作パネル３
７、ＬＣＤ３８が設けられ、これらは互いに接続されている。
【００６１】
　ＣＰＵ３０は、使用者により入力された信号や、インターフェイス３４を介して親機１
ａから送信される各種信号などに従って各部を制御し、電話動作や内線電話動作などを実
行するものである。ＲＯＭ３１は、この子機１ｂで実行される制御プログラム等を格納し
た書換不能なメモリである。ＲＡＭ３２は、各種のデータを一時的に記憶するためのメモ
リである。
【００６２】
　ＥＥＰＲＯＭ３９は、書換可能な不揮発性のメモリであり、このＥＥＰＲＯＭ３９へ記
憶されたデータは電源オフ後も保持される。このＥＥＰＲＯＭ３９は、使用者によって設
定或いは登録される各種のデータや設定値を不揮発に記憶しておくために設けられており
、音量カウンタ３９ａを備えている。音量カウンタ３９ａは、子機１ｂの呼出音及び、後
述する親機１ａと発呼先装置との接続が所定時間以上保留状態であることを報知する報知
音の音量の値を記憶するためのカウンタである。なお、呼出音と報知音とは異なる音で構
成されており、報知音はブザー音である。
【００６３】
　アンテナ３３は、子機１ｂと親機１ａとの間でのデータの送受信を行うものであり、イ
ンターフェイス３４、マイク３５、スピーカ３６と接続されている。親機１ａから送信さ
れたアナログ音声信号は、アンテナ３３に受信された後、スピーカ３６に出力され、マイ
ク３５から入力されたアナログ音声信号（使用者の発話）は、アンテナ３３から親機１ａ
へ送信される。
【００６４】
　インターフェイス３４は、異なる装置間でのデータ通信における接点の規定であり、各
装置を接続するための電気的規格である。インターフェイス３４は親機１ａとの間でデー
タの送受信を行うためのものであり、子機１ｂから親機１ａへと送信される各種信号は、
このインターフェイス３４からアンテナ３３を介して送信され、一方、親機１ａから子機
１ｂへ送信される各種信号は、アンテナ３３に受信された後、インターフェイス３４を介
してＣＰＵ３０に入力される。
【００６５】
　この子機１ｂは、コネクタ４９を介して充電台５０と接続されるように構成されている
。そして、コネクタ４９で充電台５０と接続されることにより、子機１ｂは、外部電源か
らの電源供給を受ける。供給された電源は、コネクタ４９を経由して子機１ｂに内蔵され
る電源ユニット４８へ供給される。電源ユニット４８には２次電池が備えられており、供
給された電源により該２次電池は充電される。子機１ｂは、この電源ユニット４８から電
源供給を受けるので、充電台５０から取り上げて操作する場合においても、（電源ユニッ
トに備えられた２次電池により）電源が保証される。
【００６６】
　このコネクタ４９と充電台５０との接続状態をＣＰＵ３０は監視しており、ＣＰＵ３０
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は、コネクタ４９が充電台５０から外れたことを認識した場合には電話回線２６を閉結状
態にする（オフフック状態）。一方、脱着していたコネクタ４９が充電台５０に装着され
たことを認識した場合には、ＣＰＵ３０は、電話回線２６を開放状態にする（オンフック
状態）。
【００６７】
　ここで、親機１ａと発呼先装置との接続を保留状態として、子機１ｂ，１ｃ間で親機１
ａを介して行われる内線通話について説明する。電話回線２６を介して親機１ａと発呼先
装置とが接続された状態で、保留キー４ａが操作されると、親機と発呼先装置との接続が
保留状態となる。その後内線キー４ｃを操作して呼び出したい子機に対応した番号をテン
キー４ｂで操作する。子機１ｂを呼び出したいときにはテンキー４ｂの「１」を操作し、
子機１ｃを呼び出したいときにはテンキー４ｂの「２」を操作する。ここでは、子機１ｂ
が呼び出された場合を説明する。なお、子機１ｂ，１ｃにも内線キー６２は設けられてお
り、親機１ａを呼び出したいときにはテンキー３７ａの「０」を操作することにより呼び
出しが行える。
【００６８】
　呼び出された子機１ｂは、呼出音が鳴動されると共にＬＣＤ３８に親機１ａからの内線
であることが表示され、ユーザーは、親機１ａからの内線であることを認識できる。その
後、子機１ｂを充電台５０から外すこととにより親機１ａと通話可能となる。
【００６９】
　親機１ａと子機１ｂとの内線通話が終わり、子機１ｂ，１ｃ間の内線通話を行う場合に
は、通話切替キー４５を操作し子機１ｃを呼び出す。この時子機１ｃは呼び出し音が鳴動
すると共にＬＣＤ３８に子機１ｂからの内線電話であることが表示される。子機１ｃが充
電台５０から外されると、子機１ｂと内線通話することができる。なお、子機１ｂ，１ｃ
間の内線通話はトランシーバ通話で行われるため、一方の子機で通話切替キー４５を操作
して送話状態を維持している間は送話することができ、他方の子機は受話することしかで
きない。子機１ｃから送話する場合には、子機１ｃの通話切替キー４５を操作して子機１
ｃから送話することができる。子機１ｂ，１ｃ間の内線通話は、お互いに送話と受話とが
切り替えられて交互に通話が行われる。
【００７０】
　なお、子機１ｂ，１ｃ間の内線通話が終わり、どちらか一方の子機で外線と接続する場
合には、外線キー４４を操作して発呼先装置と外線キー４４が操作された子機とが親機１
ａを介して接続され、通話可能となる。
【００７１】
　次に、図３と図４を参照して、上記のように構成された電話装置１の子機１ｂ，１ｃの
状態が遷移するのを監視する処理について説明する。図３は、親機１ａのＣＰＵ１１にお
いて実行される送話権ポーリング親子間接続状況監視処理（以後「親機側監視処理」と略
す）を示すフローチャートであり、図４は、子機１ｂ，１ｃのＣＰＵ３０で実行される送
話権ポーリング親子間接続状況監視処理（以後「子機側監視処理」と略す）を示すフロー
チャートである。
【００７２】
　尚、本実施例では、発呼先装置から呼出があった場合に、子機１ｂのユーザーがこの呼
出に応答し、子機１ｃのユーザーを呼び出すために、この発呼先装置との接続を保留状態
にした後、子機１ｂ，１ｃの間で内線通話が行われる場合を例として説明する。この場合
、子機１ｂのユーザーが発呼先装置との接続に対して保留キーを操作すると言った所定の
保留操作を行っているため、保留指示が親機１ａに対して送信され、親機１ａと発呼先装
置との接続が保留状態となっている。そして、この状態で、子機１ｂのユーザーが子機１
ｃとの内線通話を開始するために内線キー６２を操作することで、親機側監視処理及び子
機側監視処理が実行される。
【００７３】
　親機側監視処理が実行されると、ポーリング監視タイマ１３ｂをカウントアップをする
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（Ｓ１０）。ポーリング監視タイマ１３ｂは、子機１ｂ，１ｃで内線キー６２が操作され
子機１ｂ，１ｃ間で内線通話が開始されてからの経過時間を監視するためのタイマであり
、所定時間が経過する毎に１ずつカウントアップされ、ＲＡＭ１３に記憶される。
【００７４】
　Ｓ１０の処理によりポーリング監視タイマ１３ｂのカウントアップが開始されると、子
機１ｂ，１ｃからコマンドを受信したか確認され（Ｓ１１）、子機１ｂ，１ｃからコマン
ドの受信があったら（Ｓ１１：Ｙｅｓ）、Ｓ１２の処理へ進む。Ｓ１２以降の処理は、子
機１ｂ，１ｃから送信されるコマンドを判別する処理であり、そのコマンドは、子機側監
視処理によって送信が指示される。以下に子機側監視処理について説明するが、子機１ｂ
，１ｃは同じ子機側監視処理が実行されるため、子機１ｂにおいて実行される子機側監視
処理を説明し、子機１ｃについてはその説明を省略する。
【００７５】
　図４に示した子機側監視処理が子機１ｂにおいて実行されると、まず、タイムアウトタ
イマをリセットする（Ｓ４０）。タイムアウトタイマは、子機１ｂが操作されない時間を
計測するタイマであり、何らかのキーが操作されるとタイムアウトタイマがリセットされ
、再度「０」から加算して計測される。
【００７６】
　Ｓ４０の処理において、タイムアウトタイマがリセットされると、親機１ａからコマン
ドを受信したか確認され（Ｓ４１）、親機１ａからコマンドの受信がなければ（Ｓ４１：
Ｎｏ）、その親機１ａからの電波が途絶えたか否かが確認される（Ｓ４２）。子機１ｂが
通話圏外となったり、親機１ａと子機１ｂとの接続が解除されている状態では、親機１ａ
からの電波が途絶えるので（Ｓ４２：Ｙｅｓ）、親子間の接続状態の監視処理が行えない
ため子機１ｂを待機状態に遷移させる（Ｓ４３）。待機状態とは、子機１ｂ，１ｃで何ら
かの操作がされるまで待機している状態である。
【００７７】
　Ｓ４２の処理において確認した結果、子機１ｂが親機１ａとコマンドの送受信が行える
状態であれば（Ｓ４２：Ｎｏ）、キー入力があったか否かが確認され（Ｓ４４）、キー入
力があった場合には（Ｓ４４：Ｙｅｓ）、子機１ｂが操作されたのでタイムアウトタイマ
をリセットする（Ｓ４５）。
【００７８】
　Ｓ４５の処理においてタイムアウトタイマがリセットされたら、どのキーが入力された
かを判別する。子機１ｂにおいて切断キー４６が押された場合（Ｓ４６：Ｙｅｓ）、切断
キー４６は、電話回線２６を介して接続されている発呼先装置と子機とが通話を行った場
合に、その通話を終了して電話回線２６を切断する際に操作されるキーであり、通話終了
（回線切断）を要求するための「終了要求コマンド」を親機１ａに送信し（Ｓ４７）、通
話切替キー４５が押された場合（Ｓ４８：Ｙｅｓ）、通話切替キー４５は、内線通話にお
いて送話状態を選択するために操作されるキーであり、送話状態を要求するための「送話
権要求コマンド」を親機１ａに送信する（Ｓ４９）。また、子機１ｂにおいて、左カーソ
ルキー６０又は右カーソルキー６１が押された場合（Ｓ５０：Ｙｅｓ）、後述するタイム
アウト報知音音量切替処理（Ｓ５１）を実行する。また、外線キー４４が押された場合（
Ｓ５２：Ｙｅｓ）、外線キー４４は、親機１ａの処理により発呼先装置との接続が保留状
態とされている場合に、子機１ｂにおいて保留を解除して発呼先装置との通話を開始する
際に操作されるキーであり、通話を要求するための「外線要求コマンド」を親機１ａに送
信する（Ｓ５３）。その他のキーが操作された場合には（Ｓ４６：Ｎｏ、Ｓ４８：Ｎｏ、
Ｓ５０：Ｎｏ、Ｓ５２：Ｎｏ）、子機１ｂの通話状態が変化するキー操作でないので、親
機１ａにコマンドを送信せずに、Ｓ４１の処理へ戻る。
【００７９】
　ここで、子機１ｂが子機１ｃに対して内線通話を希望して内線キー６２を操作した場合
、引き続き、子機１ｂのユーザーは通話を行うために通話切替キー４５を操作する。これ
によりタイムアウトタイマがリセットされ、送話権要求コマンドが親機１ａに送信される
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ことになる。
【００８０】
　図５を参照して、上述したＳ５１で実行されるタイムアウト報知音音量切替処理（以後
「音量切替処理」と略す）を説明する。この処理は、後述するタイムアウト報知処理にお
いて発音される報知音の音量を調整する処理である。図５は、子機１ｂ，１ｃのＣＰＵ３
０において実行される音量切替処理を示したフローチャートである。
【００８１】
　音量切替処理が実行されると、入力されたキーが左カーソルキー６０か右カーソルキー
６１かが確認され（Ｓ７０）、音量を小さくする左カーソルキー６０であれば、ＥＥＰＲ
ＯＭ３９に記憶された音量カウンタ３９ａの値が「０」か否かが確認され（Ｓ７１）、音
量カウンタ３９ａの値が「０」でなければ（Ｓ７１：Ｎｏ）、音量カウンタ３９ａの値を
「１」減算し（Ｓ７２）、音量カウンタ３９ａの値が既に「０」であれば（Ｓ７１：Ｙｅ
ｓ）、それ以上音量を下げられないため、本処理ルーチンを終了して図４に示した子機側
監視処理へ戻る。
【００８２】
　また、Ｓ７０の処理で確認した結果、入力されたキーが音量を大きくする右カーソルキ
ー６１であれば、音量カウンタ３９ａの値が最大音量値以上であるか否かが確認され（Ｓ
７３）、最大音量値より小さければ（Ｓ７３：Ｎｏ）、音量カウンタ３９ａの値に「１」
を加算し（Ｓ７４）、最大音量値以上であれば（Ｓ７３：Ｙｅｓ）、音量カウンタ３９ａ
の値を最大音量値に設定し（Ｓ７５）、本処理ルーチンを終了して図４に示した子機側監
視処理へ戻る。なお、Ｓ７５の処理で最大音量値を設定しているのは、音量カウンタ３９
ａの値が最大音量値を超えていた場合に、それ以上音量カウンタ３９ａの値が大きくなる
ことを防止するために、Ｓ７３の処理で最大音量値以上か確認し、Ｓ７５の処理で最大音
量値を設定している。
【００８３】
　図４に示した子機側監視処理へ戻って説明する。Ｓ４４の処理で確認した結果、キー入
力が無く子機１ｂが何も操作されていない場合には（Ｓ４４：Ｎｏ）、タイムアウトタイ
マの値が予め設定されたタイムアウト値より大きい値となったか否かが確認され（Ｓ５４
）、タイムアウト値に達していなければ（Ｓ５４：Ｎｏ）、Ｓ４１の処理へ戻り、タイム
アウト値を超えていれば（Ｓ５４：Ｙｅｓ）、子機１ｂにおいて何も操作がされていない
状態が一定時間以上経過したと判断され、後述する報知処理（Ｓ６９）を行うために「切
断コマンド」を親機１ａに送信する（Ｓ５５）。これは、例えば、子機１ｂと子機１ｃと
の間で内線通話を開始したにも関わらず、いずれの子機においても通話切替キー４５や外
線キー４４といった操作がなく、何のキー操作もないまま放置され、タイムアウト値を超
えた場合等が考えられる。
【００８４】
　以上の子機側監視処理（Ｓ４０～Ｓ５５）により子機１ｂからコマンドが送信され、そ
の送信コマンドは、親機側監視処理のＳ１２の処理以降で確認される。
【００８５】
　ここで、図３に示した親機側監視処理に戻って説明する。図４に示した子機側監視処理
において子機側から送信されたコマンドが「送話権要求コマンド」であれば（Ｓ１２：Ｙ
ｅｓ）、子機１ｂ，１ｃのどちらの子機からのコマンドか確認され（Ｓ１３）、子機１ｂ
からのコマンドであれば、子機１ｂのユーザーが送話状態を希望しているため、子機１ｂ
を送話モードに設定するためのコマンドを両子機１ｂ，１ｃに送信し（Ｓ１４）、子機１
ｃからのコマンドであれば、子機１ｃのユーザーが送話状態を希望しているため、子機１
ｃを送話モードに設定するためのコマンドを両子機１ｂ，１ｃに送信し（Ｓ１５）、内線
通話モードへ遷移する（Ｓ１６）。尚、内線通話モードとは、子機１ｂ，１ｃ間での音声
の送信、受信を切り替えて行うモードである。
【００８６】
　また、受信したコマンドが「終了要求コマンド」であれば（Ｓ１２：Ｎｏ、Ｓ２０：Ｙ
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ｅｓ）、子機が電話回線２６を介して接続されている発呼先装置との接続を切断すること
を指示しているため、両子機１ｂ，１ｃに対して「終了要求コマンド」に応答したことを
示す「終了コマンド」を送信すると共に、発呼先装置との回線接続を切断して待機状態へ
遷移する（Ｓ２２）。受信したコマンドが「外線要求コマンド」であれば（Ｓ２０：Ｎｏ
、Ｓ２３：Ｙｅｓ）、そのコマンドを送信してきた子機に対して「外線指示コマンド」を
送信すると共に、発呼先装置との接続を行う。そして、残りの子機との接続を解除し（Ｓ
２４）、親機１ａは外線通話モードへ遷移する（Ｓ２５）。尚、外線通話モードとは、い
ずれかの子機で発呼先装置と通話するモードである。
【００８７】
　Ｓ２３の処理で確認した結果、受信したコマンドが「外線要求コマンド」でもなければ
（Ｓ２３：Ｎｏ）、子機１ｂ，１ｃから「切断コマンド」を受信したか否かを確認し（Ｓ
２６）、受信したコマンドが切断コマンドでなければ（Ｓ２６：Ｎｏ）、その他に受信し
たコマンドに対応した処理を実行し（Ｓ２９）、Ｓ１１の処理へ戻る。一方、Ｓ２６の処
理において確認した結果、「切断コマンド」を受信していれば（Ｓ２６：Ｙｅｓ）、両子
機１ｂ，１ｃに「報知処理コマンド」を送信し（Ｓ２７）、その後、両子機１ｂ，１ｃを
保留状態に遷移する（Ｓ２８）。「報知処理コマンド」は、子機において音による報知を
行うよう指示をするコマンドである。そのため、 子機１ｂ，１ｃにおいて報知を行うた
め、一旦両子機１ｂ，１ｃを保留状態とし、子機のＬＣＤ３８に保留状態であることを表
示し、親機側監視処理を終了する。
【００８８】
　一方、Ｓ１１の処理で確認された結果、子機１ｂ，１ｃからコマンドの受信がない場合
には（Ｓ１１：Ｎｏ）、子機１ｂ，１ｃからの電波がないか否かが確認され（Ｓ３０）、
電波無しであれば（Ｓ３０：Ｙｅｓ）、子機１ｂ，１ｃとの接続が解除されている状態な
ので、後述する子機１ｂ，１ｃを再接続する処理を実行する（Ｓ３１）。両子機１ｂ，１
ｃからの電波がない状態とは、子機が親機１ａとの通信圏外となってコマンドの送受信が
行えない状態等が考えられ、この場合は、再度接続状態に戻す必要があることから、後述
する再接続処理を行う。この間、発呼先装置との通話はそのまま保留状態とされる。
【００８９】
　Ｓ３０の処理で確認した結果、子機１ｂ，１ｃからの電波が有り親機１ａと子機１ｂ，
１ｃとの接続が維持されていたら（Ｓ３０：Ｎｏ）、ポーリング監視タイマ１３ｂがオー
バーフローしているか否かが確認され（Ｓ３２）、ポーリング監視タイマ１３ｂがオーバ
ーフローしていなければ（Ｓ３２：Ｎｏ）、両子機１ｂ，１ｃの監視を継続するためＳ１
１の処理へ戻る。一方、Ｓ３２の処理において確認した結果、ポーリング監視タイマ１３
ｂがオーバーフローしたと判断された場合（Ｓ３２：Ｙｅｓ）、両子機１ｂ，１ｃに対し
て「報知処理コマンド」を送信する（Ｓ３３）。これは、例えば、子機１ｂが子機１ｃを
呼び出し、内線通話を開始したにも関わらず、どちらの子機からも外線接続の指示がなく
、外線保留状態が長くなっているような場合や、内線通話が長引いて外線保留状態が長く
なっているような場合に、それを子機において報知させるためのコマンド処理である。子
機側で実行される報知処理については後で詳述する。「報知処理コマンド」の送出後は、
Ｓ１１の処理へ戻る。
【００９０】
　このように、親機１ａ側からは、子機側監視処理において子機側から送出されるコマン
ドに応答して、各種コマンドが子機に対して送出され、また、親機１ａに備えられるポー
リング監視タイマ１３ｂのカウント状況に応じて「報知コマンド」が送出される。
【００９１】
　ここで、図４に示した子機側監視処理に戻って説明する。親機側監視処理によって各種
コマンドが両子機１ｂ，１ｃに送信され、その親機１ａからの各種コマンドを受信する子
機１ｂの処理について以下に説明する。
【００９２】
　Ｓ４１の処理で確認した結果、親機１ａからコマンドを受信すると（Ｓ４１：Ｙｅｓ）
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、そのコマンドの種別が判断される。受信したコマンドが「終了コマンド」であれば（Ｓ
６０：Ｙｅｓ）、先の切断キー４６の操作により子機側から送出した「終了要求コマンド
」に親機１ａが応答したと判断され、両子機１ｂ，１ｃを待機状態へ遷移させ（Ｓ６１）
、「他局宛ての送話モードコマンド」であれば（Ｓ６２：Ｙｅｓ）、内線通話を行う相手
側の子機が通話（送話モード）を希望しており、本子機は音声を受け取る側に設定する必
要があるため、受話モードに遷移させる（Ｓ６３）。また、受信したコマンドが「自局宛
ての送話モードコマンド」であれば（Ｓ６４：Ｙｅｓ）、本子機からの内線通話（送話）
が許可されることになるため、送話モードに遷移させる（Ｓ６５）。受信したコマンドが
「外線指示コマンド」であれば（Ｓ６６：Ｙｅｓ）、先の外線キー４４の操作により子機
側から送出した「外線要求コマンド」に親機１ａが応答したと判断され、電話回線２６を
介して接続されている発呼先装置と子機との通話を開始するために、子機を外線通話モー
ドに遷移させる（Ｓ６７）。また、「報知処理コマンド」を受信した場合は（Ｓ６８：Ｙ
ｅｓ）、後述する図６に示す報知処理を実行し（Ｓ６９）、Ｓ４１の処理へ戻る。また、
その他のコマンドを受信した場合は、（Ｓ６０：Ｎｏ、Ｓ６２：Ｎｏ、Ｓ６４：Ｎｏ、Ｓ
６６：Ｎｏ、Ｓ６８：Ｎｏ）、特に処理を行わずにＳ４１の処理へ戻る。
【００９３】
　従って、例えば、子機１ｂから呼出を受けた子機１ｃのユーザーが、子機１ｂからの送
話に応答するために通話切替キー４５を操作すると、「送話権要求コマンド」が親機１ａ
に送信され、これを受信した親機１ａにおいて、子機１ｃからの要求であることが認識さ
れ、子機１ｃを送話モードに設定するためのコマンドが両子機１ｂ，１ｃの送信され、子
機１ｃからの送話が可能となる。また、そこで、子機１ｃのユーザーが保留中の発呼先装
置との通話を希望する場合に外線キー４４を操作すると、「外線要求コマンド」が親機１
ａに送信され、これを受信した親機１ａにおいて、子機１ｃが外線接続を要求しているこ
とが認識され、親機１ａから子機１ｃに対して「外線指示コマンド」が送信され、子機１
ｃと発呼先装置との接続が行われる。また、内線キー６２が操作されたにも関わらず、実
際には内線通話が行われず、子機の操作が何も行われていないような場合、発呼先装置に
対しての保留状態が長くなるが、報知処理が実行されることで、子機１ｂ，１ｃのユーザ
ーにその状態を報せることができる。
【００９４】
　ここで、図６を参照して、Ｓ６９の処理で実行される報知処理について説明する。図６
は、子機１ｂ，１ｃのＣＰＵ３０において実行される報知処理を示したフローチャートで
ある。報知処理は、親機１ａの処理によりポーリング監視タイマ１３ａがオーバーフロー
した場合と、子機１ｂ，１ｃの処理によりタイムアウトした場合とに実行される処理であ
る。即ち、外線が保留された状態で、子機１ｂ，１ｃの操作が所定時間行われていない場
合に、ユーザーに電話回線２６を介して発呼先装置と通話を行わせるための処理である。
【００９５】
　Ｓ６９の処理において報知処理の実行が指示されると、子機１ｂ，１ｃのＬＥＤを点灯
させ（Ｓ１４０）、画面表示処理が実行される（Ｓ１４１）。このＬＥＤは、各種キーを
光らせる表示灯であり、少なくとも外線キー４４を点灯させ、外線キー４４を操作するよ
う示唆し、画面表示処理では、ＬＣＤ３８に保留状態が所定時間以上経過していることを
示唆する表示を行うと共に外線キー４４の操作を示唆する表示が行われる。そのため、ユ
ーザーは、音による聴覚的な効果と表示による視覚的な効果とにより、外線が保留された
状態であることを確実に認識することができる。
【００９６】
　Ｓ１４０とＳ１４１の処理によりＬＥＤの点灯とＬＣＤ３８の画面による表示が行われ
ると、音量カウンタ３９ａで設定された値に基づいて呼出音とは異なる報知音を鳴動し（
Ｓ１４２）、発呼先装置と親機１ａとの接続が保留状態であることをユーザーに報せてる
。その後、ユーザーによりいずれかのキー操作が行われたか否かを確認し（Ｓ１４３）、
いずれかのキー操作を行うまでＳ１４０～Ｓ１４２の処理により音と表示とによる報知を
繰り返し実行する（Ｓ１４３：Ｎｏ）。また、いずれかのキー操作が行われたら（Ｓ１４
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３：Ｙｅｓ）、そのキーが外線キー４４の操作であるか否かが確認され（Ｓ１４４）、外
線キー４４でなければ（Ｓ１４４：Ｎｏ）、外線キー４４の操作が行われるまで再度Ｓ１
４０～Ｓ１４２の処理により同様に報知が行われ、外線キー４４が操作されたら（Ｓ１４
４：Ｙｅｓ）、その子機１ｂと発呼先装置との通話を行うために、外線通話モードへ遷移
して本処理ルーチンを終了する。尚、鳴動される報知音は、通常の呼出音とは異なるため
、ユーザーは、内線通話の呼出であるか外線が保留状態であることを示唆する報知である
かを容易に判別することができる。
【００９７】
　なお、報知処理が実行されると、外線キー４４が操作されるまで、音と表示とによる報
知を繰り返し行うため、外線キー４４が操作されるまで報知が続けられる。そのため、こ
の際に親機１ａにおいて、タイムアウト処理として所定時間以上外線キー４４が操作され
ない場合は、後述する図７に示したＳ１０５の処理と同様となる留守番電話処理が実行さ
れ、その留守番電話処理 実行される前に、Ｓ１４０～Ｓ１４２による報知を止めると共
に本処理ルーチンが終了する。
【００９８】
　次に、図７及び図８を参照して、Ｓ３１の処理で実行される両子機１ｂ，１ｃを再接続
する処理について説明する。図７は、親機１ａのＣＰＵ１１において実行される再接続処
理を示したフローチャートであり、図８は、子機１ｂ，１ｃのＣＰＵ３０において実行さ
れる再接続処理を示したフローチャートである。
【００９９】
　図７に示した親機１ａの再接続処理が実行されると、両子機１ｂ，１ｃへ「再接続コマ
ンド」を送信し（Ｓ９０）、両子機１ｂ，１ｃと通話可能な通話チャンネルが有るか否か
が確認され（Ｓ９１）、通話可能な通話チャンネルが有った場合は（Ｓ９１：Ｙｅｓ）、
両子機１ｂ，１ｃへ通話可能な通話チャンネルの指定として「通話チャンネル指定コマン
ド」を送信する（Ｓ９２）。Ｓ９２の処理を実行したら、後述する子機側からの「ＮＡＫ
コマンド」と「ＡＣＫコマンド」のどちらか一方を受信するまでＳ９３とＳ９４との処理
を繰り返し実行する（Ｓ９３：Ｎｏ、Ｓ９４：Ｎｏ）。「ＮＡＫコマンド」を受信した場
合は（Ｓ９３：Ｙｅｓ）、「通話チャンネル指定コマンド」で指定した通話チャンネルが
通話不可能と判断されるので、別の通話チャンネルを指定し（Ｓ９５）、Ｓ９１の処理へ
戻り、通話可能な通話チャンネルが指定されるまで、異なる通話チャンネルを指定した「
通話チャンネル指定コマンド」を繰り返し送信する。また、「ＡＣＫコマンド」を受信し
た場合には（Ｓ９４：Ｙｅｓ）、指定した通話チャンネルが通話可能となるので、Ｓ９６
へ進み以降の処理を実行する。
【０１００】
　一方、Ｓ９１の処理で確認した結果、全ての通話チャンネルが通話不可能と判断される
と（Ｓ９１：Ｎｏ）、子機１ｂ，１ｃとの接続ができないことになるので、発呼先装置に
メッセージを流し発呼先装置からの入来メッセージを記録可能な状態に設定する留守番電
話処理が実行され（Ｓ１０５）、その後所定時間が経過したら外線を遮断する（Ｓ１０６
）。従って、電話回線２６を介して接続された相手先は、留守番電話処理により必要な入
来メッセージを記録することができ、保留状態が解除されるまで長い時間待つこともなく
、再度電話回線２６を介して接続し直すこともないので、相手先に不快感を与えることが
ない。
【０１０１】
　Ｓ９６の処理では、通話可能となる通話チャンネルが指定されたので、両子機１ｂ，１
ｃをその通話チャンネルで接続するために、「通話チャンネル指定コマンド」の送信を停
止し（Ｓ９６）、どちらの子機で外線キー４４が押されたかを確認する（Ｓ９７、Ｓ１０
０）。子機１ｂで外線キー４４が押されて子機１ｂから「外線要求コマンド」を受信する
と（Ｓ９７：Ｙｅｓ）、子機１ｃとの接続を切断し（Ｓ９８）、子機１ｂへ「外線指示コ
マンド」を送信し（Ｓ９９）、子機１ｃから「外線要求コマンド」を受信すると（Ｓ１０
０：Ｙｅｓ）、子機１ｂとの接続を切断し（Ｓ１０１）、子機１ｃへ「外線指示コマンド
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」を送信して（Ｓ１０２）、外線通話モードへ遷移する（Ｓ１０３）。
【０１０２】
　Ｓ９６の処理によって「通話チャンネル指定コマンド」の送信を停止した後は、所定時
間の間、子機１ｂ，１ｃから「外線要求コマンド」を受信するまで待機し（Ｓ９７：Ｎｏ
、Ｓ１００：Ｎｏ、Ｓ１０４：Ｎｏ）、所定時間経過しても「外線要求コマンド」が受信
されなけらば（Ｓ１０４：Ｙｅｓ）、子機１ｂ，１ｃによって外線との通話ができない状
態となるので、上述した処理と同様に留守番電話処理を実行して（Ｓ１０５）、外線を遮
断する（Ｓ１０６）。
【０１０３】
　次に、図８に示した子機１ｂで実行される再接続処理について説明する。再接続処置が
実行されると、親機１ａからコマンドを受信するまで待機し（Ｓ１１１：Ｎｏ）、親機１
ａからコマンドの受信が確認されると（Ｓ１１１：Ｙｅｓ）、そのコマンドが通話チャン
ネルが指定された「通話チャンネル指定コマンド」か確認され（Ｓ１１２）、「通話チャ
ンネル指定コマンド」であれば（Ｓ１１２：Ｙｅｓ）、「通話チャンネル指定コマンド」
で指定された通話チャンネルが使用可能であるか否かが判断され（Ｓ１１３）、通話不可
能であれば（Ｓ１１３：Ｎｏ）、「ＮＡＫコマンド」を親機１ａに送信し（Ｓ１１５）、
使用可能であれば（Ｓ１１３：Ｙｅｓ）、「ＡＣＫコマンド」を親機１ａへ送信して（Ｓ
１１４）、Ｓ１１１の処理へ戻り、「通話チャンネル指定コマンド」の受信がなくなるま
で（Ｓ１１２：Ｎｏ）、Ｓ１１１～Ｓ１１５の処理を繰り返し実行する。尚、「ＮＡＫコ
マンド」と「ＡＣＫコマンド」とは、何かの処理を指示するためのコマンドではなく、親
機１ａから送信されるコマンドに応答して返信するためのコマンドである。
【０１０４】
　使用可能な通話チャンネルがあり「ＡＣＫコマンド」を親機１ａに送信すると（Ｓ１１
４）、Ｓ９６の処理によって親機１ａから「通話チャンネル指定コマンド」の送信が停止
されるので（Ｓ１１２：Ｎｏ）、子機１ｂが「再接続コマンド」を受信したか否かが確認
される（Ｓ１１６）。Ｓ１１６で確認した結果、「再接続コマンド」を受信していれば（
Ｓ１１６：Ｙｅｓ）、タイムアウト報知処理が実行され（Ｓ１１７）、「再接続コマンド
」を受信していなければ（Ｓ１１６：Ｎｏ）、親機１ａから再接続処理の終了が指示され
たことになるので、再接続処理を終了して、その他の処理を実行する（Ｓ１２１）。その
他の処理としては、子機１ｂ，１ｃが操作されて待機状態から状態が遷移するのを監視す
る処理などである。
【０１０５】
　ここで、図９を参照して、Ｓ１１７の処理において実行されるタイムアウト報知処理に
ついて説明する。図９は、子機１ｂ，１ｃのＣＰＵ３０において実行されるタイムアウト
報知処理を示すフローチャートである。タイムアウト報知処理は、発呼先装置と親機１ａ
との接続が保留された状態で且つ子機１ｂ，１ｃが所定時間以上操作されずに、且つ親機
１ａと子機１ｂ，１ｃとが再接続された場合に子機１ｂ，１ｃにおいて報知音が鳴動され
る処理である。
【０１０６】
　Ｓ１１７の処理においてタイムアウト報知処理の実行が指示されると、子機１ｂ，１ｃ
のＬＥＤを点灯させ（Ｓ１３０）、画面表示処理が実行される（Ｓ１３１）。このＬＥＤ
とは、各種キーを光らせる表示灯であり、少なくとも外線キー４４を点灯させ、外線キー
４４を操作するよう示唆し、画面表示処理では、ＬＣＤ３８に保留状態が所定時間以上経
過していることを示唆する表示を行うと共に外線キー４４を操作するよう示唆する表示が
行われる。
【０１０７】
　Ｓ１３０とＳ１３１の処理によりＬＥＤの点灯とＬＣＤ３８の画面による表示が行われ
ると、音量カウンタ３９ａで設定された値に基づいて報知音を鳴動し（Ｓ１３２）、発呼
先装置と親機１ａとの接続が保留状態であることをユーザーに報せて本処理ルーチンを終
了し、子機１ｂの再接続処理へ戻る。なお、この報知音による鳴動も同様に、呼出音とは
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異なるため、ユーザーは、内線通話の呼出と外線の保留状態が所定時間経過したことを示
唆する報知かを容易に判別できる。
【０１０８】
　図８に示した再接続処理へ戻って説明する。Ｓ１１７のタイムアウト報知処理が終了す
ると、何らかのキー入力が有るか確認され（Ｓ１１８）、キー入力が無ければ（Ｓ１１８
：Ｎｏ）、キー入力が有るまでＳ１１７のタイムアウト報知処理を繰り返し実行し、キー
入力が有れば（Ｓ１１８：Ｙｅｓ）、そのキーが外線キー４４か確認され（Ｓ１１９）、
外線キー４４でなければ（Ｓ１１９：Ｎｏ）、外線キー４４が操作されるまでＳ１１７の
タイムアウト報知処理を繰り返し実行する。
【０１０９】
　一方、外線キー４４が操作された場合は（Ｓ１１９：Ｙｅｓ）、「外線要求コマンド」
を親機１ａへ送信すると共に外線通話モードへ遷移し（Ｓ１２０）、再接続処理を終了す
る。
【０１１０】
　以上、説明したように、本実施例の電話装置１によれば、発呼先装置と親機１ａとの接
続が保留状態で、子機１ｂ，１ｃ間で内線通話が行われ、子機１ｂ，１ｃが所定時間以上
操作されない場合には、発呼先装置と親機１ａとの接続が保留状態であることを内線通話
を行っていた子機において報知音を鳴動して報知するので、子機を使用していたユーザー
に発呼先装置との接続が保留状態であることを認識させることができ、長時間保留状態と
なることを防止することができる。また、報知は、表示によって視覚的に認識できるだけ
でなく、音によって聴覚でも認識できるため、確実にユーザーに認識させることができる
。
【０１１１】
　さらに、両子機１ｂ，１ｃからの電波が無い場合には、通話可能な通話チャンネルを選
択し、その通話チャンネルで再接続してから報知を行うので、いずれかの子機と親機１ａ
とを確実に接続してから報知を行うことができ、発呼先装置と子機とを確実に接続して通
話することができる。また、通話可能な通話チャンネルが存在しない場合は、発呼先装置
にメッセージを流し入来メッセージを記憶する状態に設定するので、発呼先から何度も連
絡することをなくし、不快感を与えることを防止できる。
【０１１２】
　次に、第２実施例の電話装置１について説明する。上述した第１実施例は、外線が保留
された状態で且つ子機間１ｂ，１ｃ間で内線通話が開始され、その後、子機１ｂ，１ｃの
操作がされていない状態が所定時間経過（タイムアウト）した場合に、子機から親機１ａ
に対して「切断コマンド」を送信し報知処理を実行して、いずれかの子機において外線キ
ー４４が操作されることを示唆するものとしたが、第２実施例では、タイムアウトした時
点で子機側の処理によって、タイムアウト報知処理が実行される。
【０１１３】
　この第２実施例の処理について図１０～図１２を参照して説明する。図１０は、第２実
施例の親機１ａのＣＰＵ１１において実行される親子側監視処理を示すフローチャートで
あり、図１１は、子機１ｂのＣＰＵ３０で実行される子機側監視処理を示すフローチャー
トであり、図１２は、子機１ｂ，１ｃのＣＰＵ３０において実行されるタイムアウト報知
処理を示したフローチャートである。以下、第２実施例の説明にあたり、上述した第１実
施例と同一部分については同一の符号を付してその説明を省略する。
【０１１４】
　尚、第２実施例では、「切断コマンド」の送信が行われないため、Ｓ２６～Ｓ２８の処
理において行われる「切断コマンド」の確認と、両子機１ｂ，１ｃへの「報知処理コマン
ド」の送信、両子機１ｂ，１ｃを保留状態に遷移する処理がなくなる。そのため、図１０
に示した親機側監視処理は、「外線要求コマンド」を受信しなかった場合は（Ｓ２３：Ｎ
ｏ）、即座に、その他に受信したコマンドに対応した処理を行う（Ｓ２９）。親機側監視
処理におけるその他の処理は第１実施例と同様であるため、その説明は省略する。
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【０１１５】
　図１１に示す子機側監視処理が実行されて、子機１ｂの操作が行われていない状態が所
定時間経過してタイムアウトとなると（Ｓ５４：Ｙｅｓ）、「切断コマンド」を送信する
代わりにタイムアウト報知処理が実行される（Ｓ２１７）。
【０１１６】
　図１２を参照して、Ｓ２１７の処理で実行されるタイムアウト報知処理について説明す
る。このタイムアウト報知処理は、第１実施例と同様に、ＬＥＤの点灯が行われ（Ｓ２３
０）、画面表示処理が実行される（Ｓ２３１）。第２実施例のＬＥＤの点灯は、少なくと
も外線キー４４と通話切替キー４５とを点灯させ、外線キー４４の操作と通話切替キー４
５の操作を示唆し、画面表示処理は、ＬＣＤ３８に外線の保留状態が所定時間以上経過し
ているので外線キー４４を操作するよう示唆する表示と、その他に内線通話も選択可能で
あることを示唆する表示とが行われる。
【０１１７】
　Ｓ２３０とＳ２３１との処理によりＬＥＤの点灯とＬＣＤ３８の画面による表示が行わ
れると、音量カウンタ３９ａで設定された値に基づいて報知音を鳴動し（Ｓ１３２）、発
呼先装置との接続が保留状態であることをユーザーに報せる。
【０１１８】
　この第２実施例においても、第１実施例と同様に、保留状態が所定時間経過したらＬＥ
Ｄの点灯と報知音を鳴動して報知を行うので、子機を使用していたユーザーに発呼先装置
との接続が保留状態であることを認識させることができる。さらに、その報知の際に、外
線通話と内線通話とのどちらか一方を選択することができるので、報知が行われた後に内
線通話を行う必要がある場合に、外線通話しかできなく使い勝手が悪くなることを防止し
ている。この場合、ユーザーは、発呼先装置との接続が所定時間以上保留であることを認
識した上で、内線通話を行うので、保留状態がそれ以上長くなることも防止することがで
きる。
【０１１９】
　また、両子機１ｂ，１ｃにおいて、タイムアウトとなったら、子機側の処理においてタ
イムアウト報知処理が行われるので、一旦親機１ａを介して親機１ａからの指示により報
知動作を行う場合と比較して、親機１ａ側の処理を軽減することができ、効率良く制御が
行われる。
【０１２０】
　尚、本実施例において、請求項１記載の計測手段としては図４のＳ４０の処理が該当し
、請求項１記載の報知手段としては図７のＳ６９，Ｓ１１７，Ｓ２１７の処理が該当し、
請求項７又は８に記載の設定手段としては図６のＳ１０５の処理が該当し、請求項７又は
８に記載の切断手段は図６のＳ１０６の処理が該当し、請求項１０記載の状態検出手段と
しては図４のＳ４４のＮｏへの分岐する処理が該当し、請求項１２記載の調整手段として
は図４のＳ５１の処理が該当する。
【０１２１】
　以上実施例に基づき本発明を説明したが、本発明は上記実施例に何ら限定されるもので
なく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で種々の改良変形が可能であることは容易に推察
できるものである。
【０１２２】
　例えば、上記実施例では、報知を行うために子機１ｂ，１ｃの操作がされない時間を計
測するタイムアウトタイマは、子機１ｂ，１ｃで操作が行われる毎に初期値に戻すものと
したが、子機１ｂ，１ｃの操作に関わらず内線通話が開始されてから所定時間経過した場
合に報知を行うものとしても良い。
【０１２３】
　また、上記実施例では、両子機１ｂ，１ｃからの電波が無い場合に再接続処理を行うも
のとしたが、報知処理（Ｓ６９）および第２実施例のタイムアウト報知処理（Ｓ２１７）
を行う前に、一旦親機１ａと子機１ｂ，１ｃとの接続を解除し、再接続した後に子機１ｂ
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，１ｃにおいて報知を行うものとしても良い。こうすれば、報知が行われる前に必ず再接
続が行われるため、報知動作を確実に行うことができる。
【０１２４】
　また、上記実施例では、図６のＳ１０５の処理で、留守番電話処理を行うものとしたが
、ユーザーが電話にでることができないことを示唆するメッセージのみを流すものとして
も良い。
【０１２５】
　また、上記実施例では、発呼先装置と親機１ａとの接続が保留状態で、子機１ｂ，１ｃ
の操作が所定時間以上行われない場合は必ずタイムアウトの報知を行うものとしたが、タ
イムアウトの報知を行うか否かを切り替え可能に構成するものとしても良い。この場合、
単にスイッチで切り替えるものとしても良いし、設定モードにおいて各種キーで設定し、
親機１ａのＲＡＭ１３や子機１ｂ，１ｃのＲＡＭ３２及びＥＥＰＲＯＭ３９等に記憶する
ものとしても良い。このように、タイムアウトの報知を行うか否かを切り替え可能とすれ
ば、無駄な報知を行うことがなく、ユーザーの使用環境などに対応して切り替えができ、
使い勝手が向上する。
【０１２６】
　また、上記実施例では、タイムアウトの報知は、ＬＥＤの点灯やＬＣＤ３８からなる表
示による報知と、報知音による鳴動とを併用して報知を行うものとしたが、表示のみの報
知とするものとしても良いし、報知音のみの報知とするものとしても良い。また、表示に
よる報知又は、報知音による報知、表示と報知音との両方による報知とを切り替え可能に
構成するものとしても良い。なお、報知音のみによる報知が行われるように設定されてい
る場合に、音量カウンタ３９ａの値が「０」に調整されている場合には、強制的に表示に
よる報知を行うようにするものとしても良い。
【０１２７】
　また、上記実施例では、子機１ｂ，１ｃ間の内線通話を送話モードと受話モードとを切
り換えて通話するトランシーバ通話に対応して各種処理を行うものとしたが、送話モード
と受話モードとを並行して子機同士で同時に通話が可能な電話装置に対応するものとして
も良い。
【０１２８】
　また、上記実施例では、実施例の説明上、親機１ａでタイムアウトをカウントする場合
と子機１ｂ，１ｃでタイムアウトをカウントする場合との両方を備えた構成及びフローチ
ャートとなっているが、どちらか一方が備えられていれば良い。
【図面の簡単な説明】
【０１２９】
【図１】本実施例の一実施例である電話装置の外観斜視図である。
【図２】上記電話装置の電気的構成を示したブロック図である。
【図３】親機のＣＰＵにおいて実行される送話権ポーリング親子間接続状況監視処理を示
すフローチャートである。
【図４】子機のＣＰＵにおいて実行される送話権ポーリング親子間接続状況監視処理を示
すフローチャートである。
【図５】子機のＣＰＵにおいて実行されるタイムアウト報知音音量切替処理を示したフロ
ーチャートである。
【図６】子機のＣＰＵにおいて実行される報知処理を示したフローチャートである。
【図７】親機のＣＰＵにおいて実行される再接続処理を示したフローチャートである。
【図８】子機のＣＰＵにおいて実行される再接続処理を示したフローチャートである。
【図９】子機のＣＰＵにおいて実行されるタイムアウト報知処理を示すフローチャートで
ある。
【図１０】第２実施例の親機のＣＰＵにおいて実行される送話権ポーリング親子間接続状
況監視処理を示すフローチャートである。
【図１１】第２実施例の子機のＣＰＵにおいて実行される送話権ポーリング親子間接続状
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況監視処理を示すフローチャートである。
【図１２】第２実施例の子機のＣＰＵにおいて実行されるタイムアウト報知処理を示すフ
ローチャートである。
【符号の説明】
【０１３０】
１　　　　　　電話装置
１ａ　　　　　親機
１ｂ，１ｃ　　コードレス電話装置、子機
４ａ　　　　　保留キー（保留手段の一部）
１１　　　　　ＣＰＵ（親機側）
１２　　　　　ＲＯＭ（親機側）
１３　　　　　ＲＡＭ（親機側）
２６　　　　　電話回線（回線）
３０　　　　　ＣＰＵ（子機側）
３１　　　　　ＲＯＭ（子機側）
３２　　　　　ＲＡＭ（子機側）
３６　　　　　スピーカ（報知手段の一部、発音手段の一部）
３８　　　　　ＬＣＤ（報知手段の一部、表示手段の一部）
３９　　　　　ＥＥＰＲＯＭ（子機側）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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